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令和８年第１回新十津川町議会定例会一般質問通告表 

 

順位 

（議席番号） 
質問者 質  問  項  目 答弁者 摘要 

１ 

（８） 

鈴井 康裕 １ 行政区・町内会役員のなり手不足につい

て 

（１）近年、役場から行政区への仕事の負担

の多さから、区長・町内会長その他役員

のなり手選考に苦慮している行政区が多

い。傾向として農村部では順番性をとっ

ていることが多く、逆に市街地に近い地

区では民主的に決めづらくなってきてい

る。それは町内会の規模が大きくなっ

て、広報配布・諸々の会費徴収・行政区

行事の多さ・取りまとめなど、役員の負

担が重いからで、町内会長が次に当たり

そうだから町内会を脱退する人まで出て

きている。  

   このような、役員のなり手不足、町内

会加入率低下傾向の状況は、行政区・町

内会の運営や地域コミュニティーの活性

化に大きな影響を及ぼし、行政区・町内

会の必要性や存在意義についても問われ

る課題ではないかと考えるが、町長はこ

の現状をどのように捉えておられるの

か、また今後どのような取組をしていく

のか、見解を伺う。 

 

町長  

（２）最近の役場から行政区に求められる書

類の多くは、ワード・エクセルが使えな

いとできないレベルになってきている。

高齢者で扱える人は限られ、若い人は忙

しくなかなか難しい。 

   役員なり手不足解消のために地区ごと

に役場職員の担当を決め、会計事務の補

助をしてもらったり、省力化のため回覧

板をラインでの情報提供に置き換え、DX

化を推進させたりしてはどうか。農協JA

では、地区担当制度を残しており、農事

または地域の様々な調整を引き受けてい

る。また、改良区では中山間事業・多面

町長  
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順位 

（議席番号） 
質問者 質  問  項  目 答弁者 摘要 

的機能事業など会計事務処理を一本化し

ている。 

   役員負担軽減のためDX化を進めるサポ

ーターとして役場職員の協力が不可欠と

考えるがいかがか。 

 

（３）今年で、行政区が11に再編され20年が

たち、制度疲労というか様々な課題がみ

られるようになった。小さな町内会は15

戸と合併の必要性が感じられ、大きな町

内会は80戸と分割を求める声が上がって

きている。 

   本町の令和６年度の町内会加入率は

95.9％で、未加入の世帯は100世帯余りと

推定される。このような区費・町内会費

未納者に対する役員のストレスは相当な

ものである。もう、区長・町内会長その

他役員だけでは運営が困難になってい

る。 

   今一度、行政区・町内会のあり方につ

いて考える時期にきているのではない

か。 

   全国的に見ると地域コミュニティーの

活性化・自治会加入の促進を図るため、

75の自治体が条例を制定している。 

   本町としてもまちづくり基本条例よ

り、踏み込んだ条例制定も一つの手法と

考えるがいかがか。 

   また行政区設置条例第４条にある「行

政区再編成審議会」の枠組みで、議論す

る場を設けてはどうか。町長の考えを伺

う。 

 

町長  
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順位 

（議席番号） 
質問者 質  問  項  目 答弁者 摘要 

２ 

（10） 

西内 陽美 １ 町内での買い物をしやすい公共交通とは 

  令和４年度に新たな地域公共交通体系と

なってから４年が経過した。この間、スク

ールバスへの混乗や、運行経路の延伸、バ

ス停留所の増設など、改善を重ねながら住

民の利便性の向上を図られてきた。 

  しかし、自家用車を持たない住民から

「買い物難民になっている。」とのご意見

を度々伺う。 

  ご意見は、主に 

 「役場発着前後に町内の商店街を経由し、

停車する路線であれば買い物をしやす

い。」 

 「夏期間は自転車で町の中心部まで行ける

が、冬期間は買い物の荷物を持って交差点

を渡り、役場まで戻るのは難儀。危ないと

思う。」 

 「役場には用事はない。役場ターミナル以

外に農協ストア前に停留所がほしい。」と

いう内容である。 

  町内で買い物をしたいのにできないとい

うのは、消費者と商工業者の双方にとって

大変残念なことであり、検討の余地がある

と考える。 

  運行路線の検討や停留所の増設など、現

行の運行体系の見直しをすることについて

お考えをお伺いする。 

 

町長  

３ 

（１） 

村上 敏晃 １ メガソーラー開発について 

  近年、メガソーラーの開発や設置が原因

とみられる土砂災害などの事故が増えてお

り、環境開発を伴うメガソーラーの設置に

ついて不安を感じている国民が多い。 

  報道を見ると、釧路市の釧路湿原や三笠

市などでのメガソーラー開発に関連するニ

ュースもあり、新十津川町にも気づかない

うちに同様の事例が発生しているのではな

いかと不安視する住民の声も増えている。 

（１）現在、新たに新十津川町内の土地を取

町長  
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順位 

（議席番号） 
質問者 質  問  項  目 答弁者 摘要 

得して、メガソーラーなどを設置したい

というような事業者はあるのか。 

（２）メガソーラーなどの大規模な再生可能

エネルギー設備の開発について、町長は

どのような考えを持っているか。 

 

町長  

 

 


